
 

２
０
０
１
年
４
月
15
日
に
JR
常
磐
線
の
下
り
線
仮
設
線
へ
と

切
り
換
え
ら
れ
、
古
い
土
の
土
手
と
駅
舎
が
撤
去
さ
れ
、
明
治

の
職
人
が
作
り
上
げ
た
レ
ン
ガ
積
の
壁
が
表
わ
れ
て
美
し
い
模

様
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
幕
府
か
ら
明
治
政
府
へ
と

変
り
、
欧
米
の
列
強
に
負
け
じ
と
一
目
散
に
駈
け
進
ん
だ
遺
産

で
す
。
明
治
29
年
（
１
８
９
６
）
12
月
25
日
に
南
千
住
駅
が
開

通
し
、
常
磐
線
は
日
暮
里
が
起
点
で
仙
台
の
手
前
の
岩
沼
が
終

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

明
治
14
年
11
月
に
日
本
国
有
鉄
道
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、

同
16
年
7
月
に
上
野
駅
が
開
通
、
日
暮
里
駅
が
同

38
年
4
月
、
三
河
島
駅
も
同
年
に
開
通
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
み
て
も
、
い
か
に
南
千
住
が
、
早

く
か
ら
開
け
、
交
通
の
要
で
あ
っ
た
か
を
証
明

し
て
い
ま
す
ね
。
こ
の
鉄
道
も
明
治
39
年
鉄
道

国
有
法
の
成
立
で
国
有
鉄
道
と
な
り
、
戦
後
42

年
経
ち
、
昭
和
62
年
（
１
９
８
７
）
に
民
営
化

へ
と
移
り
変
わ
っ
て
行
き
ま
し
た
。
明
治
15
年

鉄
道
馬
車
制
度
が
江
戸
時
代
の
伝
馬
制
度
に
変
わ
っ

て
出
来
上
が
り
、
コ
ツ
通
り
に
も
浅
草
か
ら
北
千
住
間
を
走
り

商
店
街
中
央
（
今
の
と
ん
か
つ
の
松
竹
さ
ん
の
隣
）
に
停
車
場

（
駅
車
場
）
が
あ
り
、
か
な
り
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
明
治
43
年
東
京
市
街
電
車
の
延
長
が
著
し
く
、
今
の

都
バ
ス
の
車
庫
（
江
戸
時
代
の
首
切
り
場
）
ま
で
延
び
て
来
ま

し
た
の
で
、
乗
合
馬
車
は
南
千
住
の
踏
み
切
り
か
ら
北
千
住
の

駅
前
ま
で
に
短
縮
さ
れ
、
そ
れ
も
北
千
住
ま
で
市
電
が
行
く
よ

う
に
な
り
廃
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
に
は
千
住
南
に
は
馬
力

の
馬
方
が
1300
人
も
い
て
、
夜
明
け
前
か
ら
街
へ
出
る
馬
力
が
ガ

ラ
ガ
ラ
と
音
を
立
て
、
２
km
も
続
い
た
そ
う
で
す
。

２
０
０
１
年
５
月
発
行
の
原
稿
を
再
掲
載
致
し
ま
し
た
。
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吉
田
喜
一
教
授
の

も
の
つ
く
り
工
学
便
り

産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

『
美
し
い
橋
』
は
白
髭
橋
の
こ
と
で
す
。
勝
元
さ

ん
の
初
の
小
説
の
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
し
て
は
完

成
度

の
高

い
、
１
９
７
７
（
昭

和
52

）
年

の
純

愛

小
説
で
す
。
の
ち
に
TBS

の
東
芝
日
曜
劇
場
で
放

送
さ
れ
ま
し
た
。

巻
末
の
『
自
叙
伝
』
に
、
『
隅
田
川
べ
り
の
鉄
工

場
で
の
大
型
の
平
削
盤
に
し
が
み
つ
い
て
い
た
時

も
、
時
期
が
ち
ょ
う
ど
冬
だ
っ
た
せ
い
か
、
・
・
・
こ

の
ハ
ン
ド
ル
を
通
し
て
鋼
鉄
の
機
械
に
吸
い
込
ま

れ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
そ
ん
な
気
が
し
て
な
ら
な

か
っ
た
・
・
・
』
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

南
千
住
の
ガ
ス
タ
ン
ク
も
で
て
き
ま
す
。
勤
務

時
間
が
全
然
違
う
、
若
い
男
女
が
白
髭
橋
の
締

結
ボ
ル
ト
に
、
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
交
換
し
合
う
の
で

す
。
町
工
場
の
男
性
は
南
千
住
側
、
女
性
は
墨

田
区
側
（
イ
メ
ー
ジ
的
に
は
セ
イ
コ
ー
の
工
場
）

で
す
。
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
今
の

若
者
に
は
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

早
乙
女
勝
元
『
美
し
い
橋
』

こ
ん
に
ち
は
、
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
当
店
前
の
「
東
京
都
道

４
６
４
号

言
問
橋
南
千
住
線
」
（
旧
・
奥
州
街
道
、
通
称
・
コ
ツ
通
り
）

は
、
近
年
、
電
線
地
中
化
や
歩
道
の
改
修
、
街
路
樹
（
は
な
も
も
）
の
植
栽

な
ど
で
美
観
が
向
上
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
道
路
に
面
し
て
商
店
街
を
形
成

し
て
い
た
店
は
、
そ
の
多
く
が
閉
店
し
、
往
時
の
賑
わ
い
が
失
わ
れ
て
久
し

い
状
態
で
す
。
こ
れ
ま
で
役
員
の
方
々
の
努
力
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
て
き
た

商
店
会
活
動
も
、
コ
ロ
ナ
禍
が
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
い
よ
い
よ
終

焉
を
迎
え
つ
つ
あ
る
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

大
型
専
門
店
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
ネ
ッ
ト
通
販
の
台
頭
と
い
っ
た

商
業
環
境
の
変
化
、
住
民
の
世
帯
構
成
や
就
業
形
態
の
変
化
、
商
店
主
の
高

齢
化
や
後
継
者
難
な
ど
の
事
情
、
土
地
利
用
の
変
遷
や
都
市
再
開
発
の
進
展
、

今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
…
、
こ
れ
ら
様
々
な
「
時
代
の
変
化
」
へ
の
対
応
力
が
、

個
々
の
お
店
に
も
、
組
織
と
し
て
の
商
店
会
活
動
に
も
問
わ
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
今
、
変
わ
り
ゆ
く
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
商
店

街
の
価
値
や
可
能
性
を
見
直
し
て
み
た
い
と
い
う
声
や
、
荒
川
区
内
共
通
お

買
物
券
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
が
今
後
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
商
店
会
は
存
続

さ
せ
た
い
と
い
う
意
見
が
私
の
周
り
で
出
て
い
ま
す
。
地
域
に
果
た
し
て
き

た
役
割
や
、
果
た
せ
な
か
っ
た
課
題
を
振
り
返
り
つ
つ
、
当
店
や
商
店
会
が

こ
れ
か
ら
先
も
地
域
の
役
に
立
ち
、
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
、
「
自
分
は
何
を

す
べ
き
か
？
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
？
」
常
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
応
援
し
て
下
さ
る
皆
さ
ま
の
声
が
何
よ

り
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
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★
休
業
日
の
ご
案
内
★

…
…
毎
週
火
曜
日
は
、
休
業
日
で
す
。

★
営
業
時
間
の
ご
案
内
★

平
日
（
月
～
金
）
…
午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分

土
休
日
…
午
前
10
時
～
午
後
５
時

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

コ
ツ
通
り
と
鉄
道

商
店
街
の
こ
れ
か
ら
の
た
め

９
月
～
10
月

【
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
】
当
店
３
代
目
・
４
代
目
共
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
２
回
接
種
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
感
染
リ
ス
ク

の
恐
れ
が
あ
る
行
動
を
避
け
、
店
内
環
境
を
整
え
て
、
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
ご

来
店
・
ご
利
用
頂
け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。


